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本年度の高度化車体整備技能講習会・新素材編が、１１月３日（日）は中部盲導犬協会において、 

翌４日（月祝）は株式会社三光社において、 

連続２日間、開催されました。 

本年のテーマは「新素材編」として、（株） 

ヤシマの武井社長を講師にお招きし、テスト 

ピースで溶接作業の実習等を行い、座学につ 

いては今まで同様、金原正和理事長及び岩瀬 

圭一教育委員がアルミニウム合金補修を実施しました。 

当該講習会は、「先進安全自動車対応優良車体整備事業者」の認定を受けるには必須の講習会であり、

認定事業者でも毎年の当該講習会を受講しなかっ

た場合は、認定を取り消されることになります。 

今回は、２日間で７３人の受講者があり、終了

後に日車協連発行の修了証書が授与されました。 

現在、愛車協では１６社の認定事業者が誕生し

ており、１社申請中です。 

（ 写真左 ← 中部盲導犬協会  ・  右 → 三光社）  

 
本年度の教育事業の一環である車体整備士養成講習が２年ぶりに小牧教育 

センターにおいて１０月２３日から開講されています。 

受講者は、２２名（内女性が１名）です。 

日程は、１０月２３日より翌年３月１日（日）まで延べ２２日間行われ、 

座学は小牧教育センターで実施し、実技は（株）三光社において実習されます。 

 
１１月から自動車会館１階ホ－ルにおいて、特殊整備部門３団体 

 の電装品整備商工組合、タイヤ商工協同組合及び愛車協による展示 

コーナーを開設しております、 

愛車協とはどのような団体なのか？車体整備士とは？等々・・・ 

パネル、幟、標識を使い展示しております。 

展示コーナーは、自動車会館入居団体持ち回りで、自動車に関する 

情報や団体の活動状況を発信してゆくとともに、地域社会との共生を図ってゆく目的で行われております。 

是非、自動車会館の展示コーナーにお立ち寄り下さい。  

 



 

  今まで何度も「特定整備」に係る情報を発信してきたところですが、今般、国土交通本省の担当者 

による説明会が、１０月２１日（月）愛知県自動車会館５階会議室において開催されました。 

本年５月に成立した道路運送車両法の一部を改正する法律において、運輸局長の認証が必要な分解 

整備の対象範囲を拡大し、名称も「特定整備」と改められたところです。 

その「特定整備」の具体的な業務範囲及び認証の要件については、「自動車整備技術の高度化検討会」 

において検討、とりまとめられた提言を基に、国土交通省令を今後改正し規定される予定です。 

当説明会は、検討会でのとりまとめ（案）を、国交本省の担当者を講師に招き開催されたものです。 

これには、愛車協をはじめ愛知県自動車整備振興会及び愛知県自動車電装品 

整備商工組合等中部ブロック５県の関係団体の代表８０名程が出席しました。 

説明会終了後には、出席した中車協連代表１５人により特定整備について 

の情報交換を行いました。 

なお、当日の配布資料は、既にメール、ＦＡＸで展開しております。 

 
賛助会員の（株）カーグリーコマゼンは、４月６日に創立３５周年を 

迎え、５月１日からは社名を現社名に変更しました。 

それを記念して、１０月２５日熱田神宮会館において創立記念式典が 

盛大に開催されました。 

冒頭挨拶において、木村社長は、新社名由来のＧｌｅｅ（喜び）に 

ついての感謝の謝辞があり、続いて記念講演、和太鼓演奏等があり 

１７０名程の参加者で大いに盛り上がりました。 

 

  秋の褒章受賞者が発表されました。愛知県４０人の受賞者の中に愛車協 

中川支部（有）井川自動車サービスの「鈴木 護」氏（理事、支部長）が 

自動車検査員として褒章受賞者に選ばれましたので、お知らせします。 

１２月に皇居で授与される予定です。大変おめでとうございます。 

 

総務省が公表した昨年１０月現在の人口統計結果について、気になった主な特徴を列記します。 

①総人口、日本人人口とも８年連続減少 ②１５～６４歳人口の割合は６０％で1950年以降過去最低  

③７５歳以上が初めて６５歳以上の半数以上となる ④人口増減率の県別 

増加は７都県（５位愛知県）、減少は４０道府県 ⑤４４都道府県で７５歳 

以上の人口の割合が１５歳未満人口の割合を上回る ・・・・ 

さてさて、この結果をどう見たらよいのでしょうか？  

日中の市バス・地下鉄は高齢者ばかり。小生の青春時代に闊歩した栄地下街も高齢者ばかり・・・。 

元気な高齢者が多い方が理想なのか？ 働き盛りの若者層が多い方が理想なのか？  

我が業界も人材雇用難で高齢者が多い現状ですが、さーてさて、どっちが良いのやら _(?_?)_。 

今年も残すところ僅か２ケ月弱。令和元年年末を元気に迎えたいものですねぇ。(^o^) ) （ｙ.ｍ） 




